
ワーク

⑫思

 

１ 身の

布

エプロ

体操着

電子黒

 

作りたい

だれの

自分，

いつ使

学校に

何を入

きんち

工
く

夫
ふう

す

・好み

・何度

・たく

・使わ

リメ

 

目的に

【気づ

布で

自分

たく

 

学習

シート⑫-1 解

思いを形

の回りにある

布製品の名前

ロン 

着入れ 

黒板カバー 

い物を決めま

のために作る

家族，弟や

使うか。 

に持っていく

入れるか。 

ちゃくぶくろ

するところは

みの色や模様

度洗っても丈

くさんの物が

わなくなった

メイクに挑戦

に合った布作

づいたこと・

で作ったもの

分のためのト

くさんあるこ

習のめあて 

解答例 

形にして

目的に合

 
，生活に役立

前 

綿の

綿の

綿の

 
ましょう。イ

か。 

や妹 

。 

，道具箱入れ

はどこか。 

様の布を選ぶ。

丈夫な布を選ぶ

が入る。 

服を使って，

戦する。 

作品を製作する

考えたことな

にはたくさん

ートバッグを

とが分かりま

アイデアがた

さん見つけら

るかな。 

て 生活を

合ったふくろ

立っている布
ぬの

布の種類

（織物
おりもの

・編物
あみもの

の織物 

の織物 

の織物 

メージして，

（ 自分

 

れ 

。 

ぶ。 

 

るために，必

など】 

んの種類があ

を作ることに

ました。友達

たく

られ

教科

を豊
ゆた

かに

ろなどを製作
せいさく

製品
せいひん

を調べて

類 

物
の

など） 

自

き

電

図に表して

分 ）の（

ふり返ろ

必要なポイン

あることが分

にしたが，大切

達の作品を参
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に 

作するために

てみましょう

形や

（絵で表

自分の体に合

きんちゃく型

電子黒板をカ

てみましょう

学校用トー

ろう 

トを考えるこ

分かりました。

切に使うため

考にしながら

年  

目的に合っ

必要なポイ

う。布製品のよ

や大きさ 
してもよい）

合っている。

型で使いやす

カバーする。

。 

トバッグ ）

ことができま

。 

めには布選び

ら，工夫をし

 組    番 名

った形や大

ントを考えよ

よいところは

 

 洗濯

い。
ひもが

自分の

 ほこ

のイメージ

したか。 

や大きさなど

していきたい

名前 

大きさ，ぬい

よう。 

はどのような

よい

しても強い。

がついていて

の好きな色の

りよけになっ

ジ図 

ど考えなくて

と思います。

月

い方を考えよ

ところでしょ

ところ 

 

て持ち運びに

布が使われて

っている。 

◎ ○

 

てはいけない

 

月    日 

よう 

ょうか。 

便利。

ている。

△ 

ことが



ワーク

⑫思

 

１ 身近

 
２ ゆと

・ゆと

・ゆと

・大き

 
４ 布の

 

・布

たて

 

・ポケ

たて

 

 

 

目的に

【気づ

入れ

型紙

布の

 

学習

シート⑫-2 解

思いを形

近にあるふく

とりについて

とりがないと

とりがないと

きすぎると，ふ

の大きさを決

（綿） 

て６６cm×よ

ケット用 

て１９cm×よ

に合った布作

づいたこと・

れたいものと

紙を作ってか

の大きさを決

習のめあて 

解答例 

形にして

目的に合

 
ろなどを観察

 

，話し合いま

友達の考

，出し入れし

，入れるとき

ふくろだけを

決め，材料を準
じ

必要な布の大

こ４１cm 

こ２３cm 

作品を作るため

考えたことな

同じ大きさの

から布の大きさ

決めるときには

て 生活を

合った布
ぬの

作品

察して，入れ

①入れる物

入れた

ふくろ

②大きすぎ

ほかに

中で，

ましょう。 

考え 

しにくい。 

きにふくろが

を持って歩く

準
じゅん

備
び

しましょ

大きさ（図も

めの布の大き

など】 

の布だと，ゆ

さを決めると

は，ぬいしろ

教科

を豊
ゆた

かに

品の製作
せいさく

計画

れている物とふ

物と同じ大き

たり出したり

ろが破れてし

ぎると…… 

にもいろいろ

入れた物が

が破れる。 

感じがする。

ょう。 

もかこう） 

ふり返ろ

きさの決め方

ゆとりがなく

と，失敗しな

ろ分もあわせ
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に 

画を立て，安

ふくろの大き

さだと……

することが難

しまう。 

ろと入れてしま

が動いてしまっ

３ 布
 

①

②

③

④

⑤

。

ろう 

が分かりまし

出し入れがし

いと思いまし

て考えなけれ

年  

計画を立

全に製作しよ

きさの関係を

難しい。 

まいそう。

って，こわれ

布の大きさの決

（ 入れたい

測った大き

できあがり

できあがり

型紙
かたがみ

を布に

型紙に（

る。 

 

・平ひ

・ミシ

・しつ

したか。 

しにくいこと

した。 

ればならない

 組    番 名

てて，工
く

夫
ふ

よう。 

を調べましょ

れるかもしれ

決め方をまと

物やおおいた

さに（ ゆと

の大きさを決

の大きさに紙

のせる。 

ぬいしろ ）

そ

ひも ４０cm

シン糸 

つけ糸 

とが分かりま

いことが分か

名前 

夫
ふう

して作ろ

う。 

れない。 

とめましょう

たい物 ）の

とり ）を加

決める。 

紙を切り，（ 

分を加え，

その他の材料

m×２本 

した。 

りました。 

月

う 

。 

の大きさを測
はか

加え， 

型紙 ）を

布の大きさ

料 

◎ ○

 

月    日 

る。 

を作る。

を決め

△ 



ワーク

⑫思

 

１ だれ

だ

こだ

 
２ 実習

 

計
画 

製
作 

発
表
会

 

目的に

【気づ

トー

分か

 

学習

シート⑫-3 解

思いを形

れのために，

だれのために 

何を作る 

だわりポイン

習カードに記

製作

①形や大き

画を立て

②しるしを

つ。 

③ポケット

ぬう。 

④出し入れ

⑤持ち手を付

⑥糸を始末

かけて仕上

⑦作品発表会

に合った布作

づいたこと・

ートバッグを

からないとき

習のめあて 

解答例 

形にして

目的に合

 
何を作るか，

自分，

トート

ト 

厚手の

持ち手

まちを

ポケッ

録しましょう

作の手順 

きさを考えて

る。 

を付け，布を

を付け，わき

口をぬう。 

付ける。 

し，アイロン

上げる。 

会をする。 

作品の製作計画

考えたことな

作る計画を立

には，先生や

て 生活を

合った布
ぬの

作品

確
たし

かめまし

家族，弟や

トバッグ，き

の布を選ぶ。

手を丈夫にぬ

を付ける。 

ットを付ける

う。    

終わった

て計
 

をた
 

きを
 

 

 

ンを
 

 

画を立てるこ

など】 

立てました。

や友達に聞い

教科

を豊
ゆた

かに

品の製作
せいさく

計画

しょう。 

や妹 

んちゃくぶく

 

ぬい付ける。

。 

  よくで

た日 

ゆとり

布の目

難しか

ポケッ

た。

三つ折

理由が

取れな

糸の始

友達が

ふり返ろ

ことができま

作業の手順

いて，楽しく
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に 

画を立て，安

完成予

 

 

 

 

 

 

くろ

きた◎ でき

ふり

りとぬいしろの

目に沿ってま

かった。 

ットの位置を

折りにしてぬ

が分かった。

ないように何度

始末をするのが

がたくさん工夫

ろう 

したか。 

順を考えること

作業をしたい

年  

計画を立

全に製作しよ

予想図 

きた○ もう

り返り 

の分量を考え

っすぐに切

を，型紙を使

ぬわなければ

度もぬい付け

が大変だった

夫して作って

とで，見通し

いと思いまし

 組    番 名

てて，工
く

夫
ふ

よう。 

少し△ 

えた。 
・

ることが ・

って考え ・

いけない ・

けた。 
・

た。 
・

ていた。 
・

しを立てて作

した。 

名前 

夫
ふう

して作ろ

製作予定時

できたか

・形や大きさ

合っている

・ぬいしろを

るしを付け

・まっすぐに

た。 

・まち針
ばり

など

正しく使え

・ぬい目の大

え，丈
じょう

夫
ぶ

に

・布はしの始

いにできた

・友達の作品

見つけられ

業ができると

月

う 

時間（ ６ 

かな 

が目的に

。 

をとってし

けた。 

に布をたて

ど，道具を

えた。 

大きさを考

にぬえた。

始末がきれ

た。 

品のよさを

れた。 

◎ ○

 

と思いました

月    日 

）時間

評
ひょう

価
か

 

 

 

 

 

 

 

△ 

た。 



ワーク

⑫思

布作品

 

 
 

３ 出

 

目的に

【気づ

一つ

ので

 

感想 
ノー

う。 

学習

シート⑫-4 解

思いを形

の製作計画を

し入れ口をぬ

に合った布作

づいたこと・

つ一つの作業

で，安心して

トを入れよ

感想

出し

いは

習のめあて 

解答例 

形にして

目的に合

 
を立て，工程

こうてい

 

 

１

 

ぬう 

作品の製作計画

考えたことな

業をていねいに

できました。

うと思

想 
入れ口をぬう

はうまくできた

◆実習◆ 

て 生活を

合った布
ぬの

作品

が終わるごと

 しるしを付

  

画を立て，安

など】 

にすることが

。 

感想 
ゆとりとぬ

すぐ布を切

うのが難しか

た。 

教科書

を豊
ゆた

かに

品の製作
せいさく

計画

とに，感想と

付けて，布をた

ふり返ろ

安全に製作で

ができました

ぬいしろの分量

切るのは難し

かった。返しぬ
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に 

画を立て，安

，□には（よ

たつ 

ろう 

きましたか。

。出し入れ口

量を考えた。

い。 

ぬ

年  

計画を立

全に製作しよ

よくできた◎

 

２

 

 

 

４ 持

 

口をぬうとき

まっ

感

返

は

う

達

感

持

 組    番 名

てて，工
く

夫
ふ

よう。 

・できた○・

わきをぬう 

持ち手を付け

きには，しつけ

感想 
返しぬいをす

はなぜか，ど

うにするのか

達に聞いた。

想 
ち手をしっか

名前 

夫
ふう

して作ろ

実

・もう少し△

 

る 

  

けをかけてか

するの

どのよ

かを友

 

かりと付けら

月

う 

実習 トート

）を付けまし

◎ ○

 

からミシンを

られた。 

月    日 

トバッグ 

しょう。 

 

△ 

かけた



ワーク

⑫思

布作品

 
２ し

 

 

 

目的に

【気づ

ふく

重ね

布の

 

感想

ク

のが

学習

シート⑫-5 解

思いを形

の製作計画を

るしを合わせ

に合った布作

づいたこと・

くろのときと

ねてぬわなけ

の選び方で，

感想 
４cm ず

えた。 

想 
ッションがや

が難しかった

習のめあて 

解答例 

形にして

目的に合

 
を立て，工程

こうてい

 

 

せてぬう 

作品の製作計画

考えたことな

ちがって，ゆ

ければいけない

季節を感じる

つ重ねてぬう

やわらかく，大

た。 

◆実習◆ 

て 生活を

合った布
ぬの

作品

が終わるごと

画を立て，安

など】 

ゆとりの分量

い理由がなか

ることができ

うのはなぜか

大きさを測る

季節に合わせ

布の色や素
そ

材
ざ

変えてみよう

教科書

を豊
ゆた

かに

品の製作
せいさく

計画

とに，感想と

１ し

ふり返ろ

安全に製作で

量を考えなく

かなか分から

きるのがふし

か，作りなが

る

せて，

材
ざい

を

う。 

感

ふ

の

た
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に 

画を立て，安

，□には（よ

るしを付けて

ろう 

きましたか。

てもよかった

なかったが，

ぎでした。

ら考

感想 
ふくろのとき

の分量を考え

た。 

年  

計画を立

全に製作しよ

よくできた◎

て，布をたつ

 

 

 

たので，型紙

友達に聞い

感

ボ

ク

だ

きと比べ，ゆと

えなくてよか

 組    番 名

てて，工
く

夫
ふ

よう。 

・できた○・

つ 

 

紙の作り方がか

いてよく分か

想 
タン付けをし

ッションをつ

った。 

とり

かっ

ボタ

工夫

名前 

夫
ふう

して作ろ

実習 

・もう少し△

 

かんたんでし

りました。 

した。 

つぶして入れ

タンを付ける 
夫もできるね。

月

う 

クッション

）を付けまし

◎ ○

 

した。 

れると，ぴった

 

月    日 

ンカバー 

しょう。 

△ 

たり



ワーク

⑫思

布作品

 

 

３ 出

 

目的に

【気づ

一つ

たの

友達

 

学習

感想 
お気

入れが

シート⑫-6 解

思いを形

の製作計画を

し入れ口をぬ

に合った布作

づいたこと・

つ一つの作業

ので，安心し

達が平ひもを

習のめあて 

に入りの体

ができそう。

解答例 

形にして

目的に合

 
を立て，工程

こうてい

 

ぬい，表に返

作品の製作計画

考えたことな

業をていねいに

てできました

はさんでぬっ

操服

 

◆実習◆ 

て 生活を

合った布
ぬの

作品

が終わるごと

返し，ひもを通

画を立て，安

など】 

にすることが

た。 

って，ナップ

感想 
ひも通

きた。

さない

教科書

を豊
ゆた

かに

品の製作
せいさく

計画

とに，感想と

１ しる

通す 

ふり返ろ

安全に製作で

ができました

プザックにし

通しの出し入

また，ひも

いときんちゃ
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に 

画を立て，安

，□には（よ

るしを付けて

ろう 

きましたか。

。出し入れ口

ていました。

入れ口をぬうの

もを通す方向を

ゃくにならなか

年  

計画を立

全に製作しよ

よくできた◎

，布をたつ

 

 

 

口をぬうとき

。次は，ナッ

感想

ゆと

量を

布を

のが難しかっ

をまちがえそ

かった。 

 組    番 名

てて，工
く

夫
ふ

よう。 

・できた○・

２ わきを

 

 

きに，しつけぬ

ップザックを作

想 
とりとぬいし

を考えた。ま

を切るのは難

った。返しぬ

そうだった。

名前 

夫
ふう

して作ろ

・もう少し△

をぬう 

ぬいをしてか

作りたいと思

しろの分

まっすぐ

難しい。 

ぬいはうまくで

反対側から通

月

う 

実習 きん

）を付けまし

 

◎ ○

 

からミシンが

思います。

で

通

感想 
返しぬいを

のは，なぜか

のようにす

かを友達に

た。 

ナップザッ

形にするこ

できるよ。

月    日 

んちゃく 

しょう。 

△ 

けをし

をする

か，ど

するの

に聞い

ックの

ことも

。 



ワーク

⑫思

 

作品名

大きさ

 

 

 

 

材料 

布，ミ

① チ

け

② 外側

で布

表に返

ンを入

 

 

目的に

【気づ

ふく

重ね

布の

 

学習

シート⑫-7 解

思いを形

（     

計

さ 

ミシン糸，し

しるしを付

ャコえんぴ

る。 

側のしるしに

布をたつ。 

仕

返してアイロ

入れる。 

に合った布作

づいたこと・

くろのときと

ねてぬわなけ

の選び方で，

習のめあて 

解答例 

形にして

目的に合

 
クッション

計画 

つけ糸 

付けて布をたつ

つで布にしる

に沿って，た

仕上げ 

ンをかけ，ク

作品の製作計画

考えたことな

ちがって，ゆ

ければいけない

季節を感じる

◆実習◆ 

て 生活を

合った布
ぬの

作品

ンカバー   

も

た

ま

ミ

つ 

るしを付

ちばさみ

①

②

作

クッショ 入

布

返

画を立て，安

など】 

ゆとりの分量

い理由がなか

ることができ

教科書

を豊
ゆた

かに

品の製作
せいさく

計画

     

ものさし，チ

たちばさみ，

まち針，手ぬ

ミシン，アイ

① 折り山で

わせ，まち

② ４cm ずつ

ぬう。 

作るときに注

入れるものが

布の厚さによ

返しぬいをし

ふり返ろ

安全に製作で

量を考えなく

かなか分から

きるのがふし

季節に合

布の色や

変えてみ
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に 

画を立て，安

     

用具 

チャコえんぴ

糸切りばさみ

ぬい針，針さ

イロン 

折って上下の

ち針でとめる

つ重ねる。上

注意すること

がやわらかい

よって，ぬい

して，ほつれ

ろう 

きましたか。

てもよかった

なかったが，

ぎでした。

合わせて

や素
そ

材
ざい

を

みよう。

年  

計画を立

全に製作しよ

      

つ， 

み， 

し， 

のしるしを合

る。 

下のしるしを

ので，ゆとり

目の大きさを

ないようにす

 

たので，型紙

友達に聞い

 組    番 名

てて，工
く

夫
ふ

よう。 

     

 

ぬう ※イラ

合

を

 

りをあまり考

を変える。 

する。 

紙の作り方がか

いてよく分か

名前 

夫
ふう

して作ろ

   ） 

できあが

ラストなどをかい

考えない。 

かんたんでし

りました。 

月

う 実習製

がり図 

いてもよい。 

◎ ○

 

した。 

月    日 

製作 

△ 



ワーク
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